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1.はじめに
我々は容量分析実験のデータ処理を手始めに,
学生実験へのにコンピュータの利用を行ってきた。
そのうち,定性分析実験については 1993年から本
格的な利用を開始 しており,プログラムにも改良
が重ねられ,その実施結果の報告も行っている [1]
[2][3].
学生実験の実験項 目の一つに「天然水の分析」
がある[4]。この実験で試料とする天然水は,学生
が各自採水することになっている。採水場所の決
定は従来,次のように行われてきた。すなわち,
学生に大学周辺および鳥取市内の主な河川,湖沼
の地図と採水地点の写真を示し,その中から場所
と日時を選択させ,黒板の予約一覧表に学生番号
を記入させる,というものである。
しかし,学生実験はその対象が主に 1年生であ
り,鳥取市内はおろか,大学周辺の地理について
も疎い学生が多い。そのため,河川と橋の名前だ
けの略地図では,それが大学からどの位置にある
か,鳥取市のどのあたりなのか, とい うことが理
解できず,場所の選択に時間を要する。また,黒
板の一覧表に学生が殺到するため,順番待ちも大
変であつた。
そこで,これ らの問題を解消するために,採水
場所の予約をコンピュータを利用 して行 うことに
した。今回は,使用 したプログラムの概要につい
て報告する。
2.LANを用いた予約システムの構成
従来,学生が採水場所を決めるまでに多くの時
間を要していたことから,学生がゆっくり採水場
所を選べるように,同時に複数のコンピュータを
用いて予約するようにした。採水を行 う学生は ,
採水地点一箇所につき,同一日時 (ただし時間帯
は年前と年後の2つである)では定員 1名のため,
予約の重複を避けるために,予約データを一箇所
に集めなければならない。
今回使用したコンピュータは,イー サーネット
で,LANを構築している.OSは,WindOws 95を用
いている。LANを用いることによつて,あるコンピ
ュータ (仮に PCAとする)の共有フォルダに予約
データを保存するファイル (″yoyaku.txt")をおけ
ば,他の複数のコンピュータ (仮に PCBとする)
から"yoyaku.txぜ'にアクセスすることができる。
具体的には,次のように行われる。プログラム
を実行 して,新規の予約データを書き込む場合に
は,"yoyaku.txt"から予約データを読み込み,新規
の予約 と重なった予約の有無を判断する。予約が
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重なった場合には,新規の予約データは,書き込
めない。
ところで,プログラムファイルとデータファィ
ル は,合わせ て約 37MBの大 き さがあ る。そ こで PCB
のハー ドディスクを節約するために,PCAの共有フ
ォルダにだけプログラムファイル と,デー タファ
イルをおき,PCBにはプログラムのショー トカット
だけおくようにした。ショー トカットをダブルク
リックすると PCAの共有フォルグから,プログラ
ムファイルを読み込んで,プログラムを実行する。
データファイルは,プログラムの進行状況によっ
て,随時読み込むようになっている。ただし,プ
ログラムは,Visual Basic ver.4.0を用いて作成
したため,PCBに“VB40032.dll"が必要である。
PCAとPCBのデータファィルを読み出す ときのパ
スは,それぞれ"al¥共有フォルダ¥","¥¥PcA¥共有
フォルダ¥"であり,同一ではない。そのため,プロ
グラムが起動 したフォルダのパスを App.Path関
数を用いて求めている.プログラムファイルはデ
ータファイルと同じフォルグにおいている。
3.プログラムの使い方
採水場所としては,大学周辺と鳥取市内の河川 ,
湖沼のうち,学生が水面まで容易に下りられる地
点を選び,河川,湖沼ごとにコース分けを行った (表
1).
プログラムは,まず地図や写真を見ながらコー
スと採水場所を選び,次に予約状況を見ながら採
水 日時を決定し,最後に学生番号を入力するよう
になっている.プログラムの流れは図 1のとお り
である。
プログラムを実行すると,それぞれのコースが
表示された鳥取市内の地図 (コース選択画面)が
表示される.コー スの位置を把握しやすいように
大きめの地図を使っているため,地図は画面内に
収まらないがはみ出た部分はスクロールバーを使
用すれば見ることができる。これは各コースの地
図や参考写真についても同様である.
好みの<コース>をクリックすると, コース付
近の地図が表示される (採水場所選択画面)。 こ
の地図には,採水場所が示されている。なお,< >
は,LabelのCaptionを表すものとする.適当な採
水場所がなかった場合,<戻る>をクリックすれ
ば,コー スの選択画面に戻 り,違うコースを選ぶ
ことができる。
好みの<採水場所>をクリックすると,その採水
場所付近の参考写真が表示され (参考写真表示画
面),その場所の予約状況が表示される (予約状
況表示画面).参考写真は,採水場所によっては
複数枚用意 しているところがあるので,その場合
は<次の写真>,<前の写真>をクリックするこ
とによって,表示する写真を変更することができ
る。
表1 採水場所とコース
7,狐川コース 8,栗谷川,鳥取城お掘コース
と,JfK)|| 1,栗谷川
2,鳥取城お掘
<この場所を予約する>をクリックすると,時
間帯の予約画面が表示される (採水日時選択画面)
このとき,すでに予約が入つている時間帯は表示
されない。
希望の時間帯を選択 した後,《OK≫ボタンをク
リックすると,学生番号入力画面が表示される (学
生番号入力画面).《 ≫ボタンは,COIIulland Button
の Captionを表す。学生番号を入力する際,文字
等を入力すると"数字を入力してください"と表示さ
れ,再入力画面となる。
次に,予約データ表示画面が示され,入力した
学生番号,名前,選択 したコース,採水場所,採
水日時が正しいかどうかの確認を行 う."すべて OK
です力Ψの表示に対して,正しければ≪OK≫ボタンを
クリックする。この時点でもう一度データファィ
′
と,湖山川 コース 2,湖山池コース
1,いづみ橋 1,ボー ト小屋
2,先津橋 2,鳥大廃水処理施設の排水口
3,井戸橋 3,高住公園
4,新川橋 4,青島大橋
5,島川橋 5,枝川
6,湖山橋 6,吉岡湖山川
7,大賀橋
8,賀露橋
9,賀露大橋
3,千代川コース 4,旧袋)IIコー ス
1,鳥取大橋 1,湯所橋
2,人千代橋 2,出合橋
3,千代橋 3,有門橋
4,千代大橋 4,鋳物師橋
5,市橋
5,新袋川コース 6,山白川コース
1,大桟橋 と,山白川
2,面影橋
3,南大橋
4,興南大橋
5,美保橋
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ルに予約データの確認が行われ,予約が重複 して
なければ予約は完了し,プログラムは終了する。
ここでデータファイルに予約データの確認を行 う
のは,コンピュータを同時に複数台使用 している
ため,予約状況表示画面が表示された時点ではま
だ予約 されていなかった場所が,予約の完了まで
に他の学生に予約されてしまう可能性を考慮 した
ためである.
コース選択画面
・コースの選択
↓
採水場所選択画面
・採水場所の選択
↓
参考写真表示画面
|・ 採水場所の参考写真の表剌
予約状況表示画面
。その場所の予約状況の表示
↓
採水日時選択画面
・予約時間帯の酵択
↓
学生番号入力画面
。予約者の学生番号入力
↓
予約データ表示画面
・入力した予約データの表示
↓
予約の終了画面
予約の終了
図1 プログラムの流れ
4.プログラムの説明
プログラムファイルは9つのファイルから成り立
っており,これを表 2に示す.拡張子 frIIlは,フ
ォームモジュールであることを示し,拡張子 bas
は,標準モジュールであることを示す。フォーム
ファイルは,画面を表示するためのプログラムフ
ァイァレである。
データファイルは,表3に示したとおりである。
このプログラムでは,コー ス,コー ス内の採水場
所の数を変更するときにデータファイルを書き換
えるだけですむように,使用するデータをデータ
ファイルから読み出すようにしている。表3の「コ
ース名」,「採水場所名」は,それぞれ 8個あるコー
スの名前,33個ある採水場所の名前をまとめて,「コ
ース名」,「採水場所名」としている。
“date.txt"には,採水 日時のデータが保存されて
いる。採水 日時は,採水 日と午前,午後の 2つの
時間帯が,文字列として保存されている。
41では,プログラムの全体の流れを説明し,4
2,3,4,5では,機能ごとの説明をおこなう。
表2 プログラムファイルの種類
表3 データファィルの種類
牛1.プログラムの概要
プログラムを実行すると,まず,"水の採取.bas″
でグローバル変数の宣言 (表4)とデータの読み込
みを行 う。次に,"コース選択.fr♂'を実行する."
コース選択.frポ'は,図1のコース選択画面にあた
る。ここでは,選択 した「コース名」を cor」alllに
ファイルの種類 使用 したコン トロール
水の採取.bas
コース選択.frm Image
Vscro
, Labell(), Hscr0111
11
採水場所選択.frm Image
VscrO
, tabell(), Hscr0111
11
参考写真表示.frm Imagel, Labell(), Hscr0111
Vscrolll
予約状況表示.frm Cridl
採水日時選択.frm ColllllDndl, Command2, listl
Textl
学生番号入力.frm Comlnandl. Textユ
予約データ表示.frm Comlnandl. Command2
予約の終了.frm
ファイァレの種類 保存しているデータ
Yoyaku,txt 予約データを保存しているフアイアレであ
る.予約データは,学生番号,学生の名
前,「コース名」,「採水場所名」,予約時
間帯である.
Member.txt 学生の学生番号,学生名データを保存し
ている.
Place.txt コース番号,「コース名」,鳥取市地図中
のコースの Leftの値,Topの値を保存し
ている。
「コース名」.txt コースの採水場所番号,「採水場所名」,
コース地図中の採水場所のLeftの値,Top
の値,採水場所の参考写真の枚数を保存
している。8個のファイアレがある.
Date.txt 採水日時を保存する.
鳥取市地図,bmp 鳥取市地図のビットマップファイル ,
「コース名」.bmp コース地図のビットマップファイル・8個
のファイルがある
「採水場所名」,bmp採水場所の参考写真のビットマップファ
イァレ。30個のファイアレがある。
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代入する。次に,図1の採水場所選択画面を表示
する"採水場所選択.frご'を実行する。選択した「コ
ース名」により,表示する地図は異なる。ここでは,
採水場所を選択し,basho nalllの値を決める。次に,"
参考写真表示.fr♂'で,場所の参考写真の表示を行
い,同時に"予約状況表示.fr♂'で,予約状況の表示
を行 う。"採水日時選択.frポ'を実行 し,選択した採
水日時をdat namに代入する。“学生番号入力.frぱ'
で,入力した学生番号から stuJumとstu nalllを
決定する。"予約データ表示.frご'で,"yoyaku.txぜ'
1こcor_nam, basho_4am, dat_nam, sttl_nam, stuna皿
を書き込む。最後に,"予約の終了.frご'を実行する
と,画面には"ご苦労様でした"と表示され,プログ
ラムが終了する.
表4 使用しているグローバル変数
42.データの読み込み ("水の採取.basり
最初に,App.Path関数からプログラム起動時の
フォルグのパスを得て,変数 def pathに代入する。
def pathは,デー タファイルを読み出すときに使
用する。
次 に , 表 3 の "place.txt″, ″「 コ ー ス
名J.txt","date,txぜ'からコースに関するデータ,
採水場所に関するデータ,採水 日時に関するデー
タを読み込み,表4で示したグローバル変数に代
入 している。また,デー タを読み込むときにコー
ス,採水場所,採水 日時の総数をカウン トし,変
数に入れている。
4-3.画面表示の仕方 ぐ'コース選択.frゴ',"採水場
所選択.frご',"参考写真表示.frギ')
フォームの大きさは,640×420ピクセルに設定
している。このプログラムでは,大きさの単位は
すべてピクセルを用いている。しかし,フォーム
の大きさは, ピクセルでは設定できず, Twipsで
しか設定できない。そのため,フォームの大きさ
は, Screen,TwipsPerP?elX(Y)で画面の幅 (高
さ)のピクセルあたりの Twips数を得て,ピクセ
ルを Twipsに変換して,設定している。また,フ
ォームの位置が画面の中央になるように設定して
いる[5].水平スクロールバー,垂直スクロールバ
ーは,それぞれフォームの上端,左端に配置する
ようにしている。
牛31.地図の表示の仕方 ぐ'コース選択.fr♂',"採
水場所選択.fr∬つ
地図の表示の仕方は,以下の通 りである。フォ
ーム上に配置された Imagelコントロールに"鳥取市
地図.bmゴ',"COr n錮.bmゴ'を表示する.cor nalllに
は,"コー ス選択.fr♂'で選択した「コース名」がはい
っている。Captionを「コース名」もしくは「採水場
所名Jにした Labell( )コントロールを地図に貼り
付ける。Captionは,Labell( )で表示するテキス
トのことをい う.貼り付ける位置 (Labell( )の
Left,Top)は,42で読み込んだデータによつて決
まる。
432.参考写真 の表示 の仕方 ("参考写真表
示.fr♂つ
Imagelに"bashにnaml.bmp"を読み込む.basho_nam
には,"採水場所選択.fr♂'で選択した「採水場所名J
がはい ってい る.Labell(0), Labell(1),
Labell(2), LabeH(3)のC ptionをそれぞれ"戻
る", “この場所を予約する", “次の写真","前の
写真"にして,参考写真の上端に配置する。採水場
所の参考写真が1枚のとき,Labell(2),Labell(3)
は,画面表示しない."次の写真"をクリックすれば,
写真のカウンター (abc 初期値は 1)に1を足し
Imagelに"basho namabc.bmゴ'を読み込む.abcが採
水場所の参考写真の枚数(pOi_pic_suu(,))と同
じになれば,Lれell(2)を画面から消す。"前の写真"
をクリックすれば,abcから1をひき,同じように
Imagelに"basho nalllabc.bmp"を読み込む。abcの値
Cor nam 使用者が入力した「コース名」をいれる変数
Basho nam 使用者が入力した「採水場所名」をいれる変
数
Dat nam 使用者が入力 した予約時間帯をいれる変数
使用者が入力した学生番号をいれる変数
Stu 使用者の名前をいれる変数
Def_path App.Path関数で得られたプログラムが起
動したフォルダのパスをいれる変数
P コースの総数を入れる
Pa num(  ) コース番号
Pa nam(  ) 「コース名」
Pa_left(  )“鳥取市地図.bmp"に貼り付けるとeftの値
Pa top(  ) “鳥取市地図.bnlp″に貼り付けるTopの値
Poisuu(  ) 採水場所の総数
num( ) コースの採水場所番号
nam( ) コースの「採水場所名」
Poi left(  , )コース地図中に貼り付けるLeftの値
top( ) コース地図中に貼り付けるTopの値
Poi suu( ) 採水場所の参考写真の枚数
Dat(  ) 採水日時
Datesuu 採水 日時の総数
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が 1となれば,Labell(3)を画面から消す。
牛33.スクロール した ときの処理 ("コー ス選
択.frギ',"採水場所選択.frご',"参考写真表示.frギリ
地図と参考写真とは,縮小すると見ず らくなる
ので,縮小せずに用いている。そのため,フォー
ムからはみ出た部分はスクロールをして見るよう
にしている。地図や,写真のスクロールは次のよ
うにプログラムで処理している。
Imagelは,読み込んだビットマップの幅に自動
的にあわせるので, ビットマップの幅は Imagelの
幅 (Imagel,width)から求める.Imagelの幅から
Form2の幅をひいたものが水平方向のスクロールバ
ーの最大スクロール量となる。負の値が出た場合
は,最大スクロール量を 0とする。垂直方向の最
大スクロール量も同様に決定する。
水平方向にスクロール させたときのスクロール
量は,Hscro111.valueから得る。Imagelの初期Left
値から,スクロール量をひいた値が新 しい Imagel
の left値となる。例えば,スクロール量が 10ピ
クセルで,Imagelの初期 Left値が0ピクセルの場
合,新しい Imagelのleft値は, 10ピクセルとな
る.画面上では地図が左に 10ピクセル分だけ動い
たように見える.Labell( )のleft値および垂
直方向のスクロールについても同様に処理する。
44.学生番号を入力 したときの処理 ("学生番号
入力.frポ')
"Member.txt"から学生番号,学生名を読み込む .
このとき,デー タの数をカウン トし,学生の総数を
求 めて studentsuuに代入 す る。学生名 は ,
Student(学生番号)として代入する。
Textl.textに学 生 が入 力 した 学 生 番 号 を
IsNumeric( )関数で,数値として扱えるかどうか
を判定する。数値として扱えないのならば,Msgbox
関数で"数値を入力 してください"と表示 して ,
Textl.textをクリアにして,再入力を要求する。
数値として扱えるならば,Textl.textをVal o関
数を用いて数値型に変換しそれを変数の aに入れ
る。
次に,aが0からstudentsuuの範囲にあるかど
うか判定する.その範囲内にあれば,aとstudent(a)
とをそれぞれ st吐llum,stu namに代入する,そう
でなければ,aをstu」um,stu nalllに代入する。
牛5.予約データを書き込むときの処理 ("予約デ
―夕表示.frギリ
“yoyaku.txぜ'から予約データを読み出す。
まず,新しく書き込む予約と重複がないかどうか
チェックする。読み出した予約データの中に,新
規の予約データと採水場所と採水 日時が同一の予
約データがあれば,"予約が重なってしまいました"
と表示し,予約のやりなおしとなる。
次に同じ学生の予約のや りなおしかどうかチェッ
クする。予約データの中に学生番号と氏名が同一
の予約データがあれば,予約のや りなおしとして
新しい予約データに書き換える。
これらの条件に当てはならなければ,予約データ
を″yOyaku.txt"に新しく書き加える。
5.最後に
このプログラムでは,コー ス, コース内の採水
場所の数を変更するときにデータファイルを書き
換えるだけですむようにしているが, コース,コ
ース内の採水場所の数がそれぞれ 10個をこえると,
宣言する配列の数などを変える必要があり,プロ
グラムファイルを書き直す必要がある。
また,採水場所については,今回は予め指定し
た河川,湖沼の中から河川,湖沼をも選択できる
よう,プログラムを改良したいと思う。
今回の予約システムは,アンケー トやテス トな
どの集計に幅広く応用することが可能であり,こ
れらの作業の能率向上にも貢献できると思われる。
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れЬ10 ttbむ吐drOWO
'このプロシジャー では鳥取市地図をI?gerに読み込―み,その上i単,
ユ‐ス名のLabel10を貼り付けている
'プ,シジャー 内変数の宣言
Dint a As integer
DれL As StFil18
Dim o As IIIteter
Dh 1 4s IIIteger
DIⅢ i―As lnteger
Ditn」As lnteger
'ImageHこ鳥取市地図を読み込んでV巧
ImattmduFe=と0,dttuFe(1吐path+鴇取市
地図:bコぱ )
lⅢgelの位置を設註 てしる
IngeiLeA=VScroliWi?五
httgel..Top=HScro111,Heig疵
'設定したIntagel―め位置をフォー ム内変数のiIIIalert,Inatopに代雰↓
ている
五malei=Imagol―.Lelt
hatop=IInagellす。p
'IInag。1上に晩be■0'勢占り付けている
For i=l To plasu■
a=01■五um0
と=pli nantliJ
c=plale■0
ど=ゃla t。コ0
11abe110のcaptionをコ‐ネ名に設定している
Labdl①.Captio■=`
七abe110のleAをコー スのleiに設定している
Labe11(う.Let=o
'LabenOのt申をコ‐スのiopに設定して
'るとab樹10.TOp i d
'Labdと0の文字の大ききの設定
LabenlaJiFontSize=10
七aⅢd10の文字の色跡 1こ設定
LabЫICalForeCЫor=1針IFF&
Lab研1(じ,BackSt』oこ1
LabelllaJiBor的戯すL=o
'hbЫ10上にマウスアイコンお増たときアイコンの形を矢印にする
Labellや).MousePoiiter i l
'Labe1loを画面上で見えるようにする
とabellCaJiVisble=True
Nexti
Eねd Sdb
(受理1 平成9年8月25日)
